
　
平
成
27
年
６
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た

鳥
取
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会

で
承
認
を
い
た
だ
き
、
平
成
27
年
度
の

県
高
Ｐ
連
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
鳥
取
西
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
の
勢
川
洋
之
で
す
。
副
会
長
を
始

め
と
す
る
役
員
の
皆
様
、
事
務
局
は
も

と
よ
り
、
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
と
本

連
合
会
運
営
の
方
向
性
を
確
認
し
な
が

ら
運
営
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
鳥
取
県
は
、
47
都
道
府
県
の
中
で
人

口
が
一
番
少
な
い
県
で
す
が
、
小
さ
い
か

ら
こ
そ
一
致
団
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
各
単
位
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
皆
様
と
今
日
的
な
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
密
に
情
報
共
有
し
、
意
見

交
換
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
が
当

連
合
会
の
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
で
す
。

　
平
成
26
年
９
月
に
は
、
鳥
取
県
教
育

審
議
会
会
長
か
ら
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

情
報
化
、
少
子
高
齢
化
が
よ
り
一
層
進

展
す
る
な
ど
、
社
会
が
大
き
く
変
化
す

る
中
で
、
生
き
る
力
を
育
み
、
時
代
の

要
請
に
応
え
て
い
く
高
等
学
校
教
育
の

在
り
方
」
が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　
他
人
を
思
い
や
る
心
な
ど
の
豊
か
な

人
間
性
の
育
成
、
生
徒
一
人
一
人
の
可

能
性
の
伸
長
な
ど
に
は
、
鳥
取
県
教
育

委
員
会
を
始
め
と
す
る
関
係
機
関
や
諸

団
体
の
皆
様
と
の
連
携
の
も
と
教
育
実

践
さ
れ
る
こ
と
が
一
層
望
ま
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
去
る
平
成
27
年
８
月
20
日
・

21
日
の
二
日
間
「
未
来
圏
か
ら
の
風
を

つ
か
め
！
　
～
新
時
代
を
担
う
君
た
ち

と
共
に
～
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
第
65
回

全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
岩

手
大
会
が
滝
沢
市
の
岩
手
産
業
文
化
セ

ン
タ
ー
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
が
果
た
す
役
割
な
ど
、
全

国
の
活
動
事
例
を
１
万
人
が
学
び
ま
し

た
。
以
下
に
印
象
深
か
っ
た
二
つ
の
事

例
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
最
初
は
、
盛
岡
第
一
高
等
学
校
出
身

で
映
画
「
る
ろ
う
に
剣
心
」
な
ど
の
監

督
、
大
友
啓
史
氏
の
記
念
講
演
で
す
。

カ
メ
ラ
マ
ン
や
照
明
さ
ん
な
ど
と
信
頼

関
係
を
築
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
最
大

限
に
引
き
出
し
な
が
ら
の
映
画
づ
く
り
。

ま
た
、
講
演
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
ア
ド

リ
ブ
を
生
き
る
力
」
が
示
す
よ
う
に
現

代
の
高
校
生
や
若
者
が
伸
ば
し
て
い
く

べ
き
方
向
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
し
た
。

講
演
で
は
「
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
は

世
界
で
最
も
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
」

と
、
子
育
て
の
真
っ
た
だ
中
に
い
る
私

達
保
護
者
へ
の
賛
辞
と
激
励
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
倉
吉
東
高
前
育
友
会

長
、
大
津
理
恵
氏
の
発
表
で
す
。
上
級

学
校
へ
の
進
学
を
目
指
す
浪
人
生
の
た

鳥
取
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長　

勢 

川 

洋 

之

（
鳥
取
県
立
鳥
取
西
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）
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﹁ 

換 

羽 

に 

思 

ふ 

﹂

め
に
鳥
取
県
内
三
高
校
に
設
置
さ
れ
て

い
た
専
攻
科
の
流
れ
を
汲
む
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
倉
吉
鴨
水
館
」
設
立
の
事
例
発
表

で
し
た
。
昭
和
30
年
代
半
ば
の
専
攻
科

設
置
の
際
、中
部
設
置
の
予
定
は
な
か
っ

た
も
の
の
、
保
護
者
の
粘
り
強
い
働
き

か
け
な
ど
に
よ
り
、
倉
吉
東
高
専
攻
科

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
県
内
専

攻
科
廃
止
後
に
倉
吉
東
高
同
窓
会
と
育

友
会
な
ど
が
連
携
し
て
倉
吉
鴨
水
館
を

運
営
し
て
い
る
と
い
う
報
告
で
し
た
。

発
表
の
あ
っ
た
多
く
の
事
例
の
中
で
、

最
も
力
強
く
行
動
力
を
感
じ
る
活
動
事

例
で
あ
っ
た
と
思
う
の
は
私
が
鳥
取
県

の
Ｐ
Ｔ
Ａ 

関
係
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
岩
手
大
会
を
通
し
て
各
校
と
の
連
携

の
大
切
さ
を
、
ま
た
倉
吉
東
高
の
大
津

前
会
長
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
を
保
護

者
と
し
て
支
え
る
こ
と
の
で
き
る
喜
び

を
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
熱
意
の
あ
る
取
り
組

み
が
鳥
取
県
内
各
圏
域
で
進
め
ら
れ
て

い
く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
国
レ
ベ
ル
で
は
、
地
方
創
生

が
提
唱
さ
れ
、
本
県
も
そ
の
特
色
あ
る

施
策
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま

た
、「
子
育
て
す
る
な
ら
鳥
取
県
」
と
言

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
本
県
は
教
育
環
境

に
も
力
が
注
が
れ
、
教
育
現
場
で
も
優

秀
な
人
材
を
養
成
す
べ
く
様
々
な
取
り

組
み
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
連
合

会
の
運
営
が
円
滑
に
図
ら
れ
る
よ
う
皆

様
に
引
き
続
き
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を

お
願
い
し
ま
し
て
結
び
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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自
転
車
を
使
用
す
る

高
校
生
の
皆
さ
ん
へ

〜
自
転
車
運
転
者
講
習
に
つ
い
て
〜

鳥
取
県
警
察
本
部　

交
通
企
画
課

「高校生総合保障制度」は鳥取県高Ｐ連加盟の高校に通う
生徒向けの任意の保障制度で、学校生活および日常生活
における様々なリスクを補償しています。団体割引も適
用され、個人で加入するよりもお得になっております。
現在約4,500名の生徒が加入しています。
ここでは様々な補償項目の中から特に自転車の補償につ
いてご案内いたします。(補償内容の詳細については既に
配布しているパンフレットをご覧ください。)

≪自転車についての補償の特徴≫
➣自転車運転中の第三者賠償事故を最大 1億円まで補償
します。 ( 加入するプランによって 5,000 万と 1億
の補償があります。)

➣上記賠償事故の際に被害者との交渉を行うことは非常
に大変です。　　

　この煩わしい示談交渉を保険会社が加害者にかわって
行います。

➣自転車による賠償事故のみならず、自転車運転中のご
自身のケガも補償します。また歩行中に他の自転車と
接触しケガをした場合も補償の対象となります。

≪掛け金 (3 年一括 ) ≫
補償内容によって 5プランをご用意しております。1度
加入すれば補償は高校卒業まで継続されます。(中途加入
の場合は残りの期間の掛け金となります。)

≪自転車事故のお支払事例≫

①
自
転
車
運
転
者
が
、
危
険
行

為
に
よ
り
３
年
以
内
に
２
回

以
上
摘
発
さ
れ
る
と
受
講
命

令
の
対
象

②
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た

め
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会

が
自
転
車
運
転
者
に
講
習
を

受
け
る
よ
う
に
命
令
　

③
講
習
の
受
講

　
講
習
時
間
　
３
時
間

　
手
数
料
　
　
五
，
七
〇
〇
円

　
講
習
内
容
　
違
反
者
の
特
性

に
応
じ
た
個
別

的
指
導
な
ど

④
受
講
命
令
に
違
反
し
た
場
合

　
５
万
円
以
下
の
罰
金

自
転
車
の
歩
道
通
行
が

　
　
　

 

認
め
ら
れ
る
場
合

○
道
路
標
識
等
で
普
通

自
転
車
が
通
行
出
来

る
と
さ
れ
て
い
る
と
き

○
道
路
工
事
や
連
続
し
た
駐
車
車

両
な
ど
の
た
め
に
車
道
の
左
側

部
分
を
通
行
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
所
を
通
行
す
る
場
合

○
著
し
く
自
動
車
な
ど
の
交
通

量
が
多
く
、
か
つ
車
道
の
幅

が
狭
い
な
ど
の
た
め
に
、
追

越
し
を
し
よ
う
と
す
る
自
動

車
な
ど
と
の
接
触
事
故
の
危

険
が
あ
る
場
合
等

自転車運転者講習のながれ自転車は、車道が原則、歩道は例外　
歩道は歩行者優先、車道寄りを徐行

Ｗプラン 32,000円 Ａプラン 25,000円 Ｂプラン 18,000円
Ｃプラン 12,000円 Ｓプラン 5,000円

事故内容 補償項目 支払金額

自転車運転中に停止している車に衝突
賠償責任保険 231,000円
ご自身のケガ 188,000円

帰宅途中、出会い頭に自転車同士で
衝突。加害者は無灯火。被害者は灯
火。被害者は転倒し頭蓋骨折、後遺
障害が残る。

賠償責任保険 17,463,000円

自転車運転中に歩行者と接触。歩行
者は骨折し後遺障害が残る。 賠償責任保険 1,471,000円

自転車運転中に転倒し足を骨折。
10日間入院し手術を受ける。 ご自身のケガ 87,000円

「高校生総合保障制度」は鳥取県高Ｐ連加盟の高校に通う ≪掛け金 (3 年一括 ) ≫

鳥取県高P連
「高校生総合保障制度」のご案内

　

自
転
車
が
関
係
す
る
交
通
事
故
の
約
６
割
に
自
転
車
側
に
も
法

令
違
反
が
あ
り
、
加
害
者
と
な
っ
て
高
額
の
賠
償
を
命
じ
ら
れ
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
交
通
ル
ー
ル
の
更
な
る
徹
底
が
不
可

欠
で
あ
る
な
ど
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
平
成
27
年
６
月
１
日
か
ら
、

自
転
車
運
転
中
に
危
険
な
ル
ー
ル
違
反
を
繰
り
返
す
自
転
車
運
転

者
に
、
自
転
車
運
転
者
講
習
の
受
講
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
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Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
紹
介

鳥
取
商
業
高
等
学
校

　
鳥
取
商
業
高
校
は
、
一
人
ひ
と
り
の

生
徒
が
将
来
「
地
域
の
産
業
経
済
界
を

リ
ー
ド
し
、
活
躍
す
る
人
」
と
な
る
こ

と
を
学
ぶ
目
的
と
し
、
こ
れ
を
具
体
化

す
る
た
め
の
三
本
柱
と
し
て
「
ビ
ジ
ネ

ス
教
育
」「
資
格
取
得
」「
部
活
動
」
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
と
し
て
は
、
少
し
離
れ
た
と

こ
ろ
か
ら
人
生
の
先
輩
と
し
て
子
ど
も

た
ち
と
向
き
合
い
、
一
歩
進
む
手
助
け

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て
相
互
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
、
楽
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

　
活
動
の
中
心
と
な
る
五
つ
の
専
門
部

の
紹
介
を
し
て
お
き
ま
す
。

　
研
修
部
は
、
昨
年
度
は
「
進
学
」
を

テ
ー
マ
に
県
内
の
大
学
・
専
門
学
校
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
が
、今
年
度
は
「
就

職
」を
テ
ー

マ
に
、
東

部
地
区
の

企
業
を
主

体
に
現
場

の
声
を
見

聞
き
で
き

る
内
容
を

計
画
し
て

い
ま
す
。

　
生
活
部
は
、
湖
陵
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協

働
し
て
街
頭
交
通
指
導
、
列
車
内
巡
視

指
導
、
高
校
生
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
さ
わ
や

か
運
動
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。
子
ど

も
た
ち
が
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
中
で

あ
い
さ
つ
や
マ
ナ
ー
、
社
会
人
と
し
て
の

ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
て
成
長
で
き
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
人
権
教
育
部
は
、
湖
陵
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
合
同
で
大
阪
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
、
在
日
コ

リ
ア
ン
の
方
々
の
お
話
を
伺
い
な
が
ら
学

校
の
枠
を
超
え
た
交
流
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
開
Ｌ
Ｈ
Ｒ
で
人
権
講
演
会

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
多
く
の
会
員

に
関
心
を
持
っ
て
参
加
し
て
も
ら
え
る

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
国
際
交
流
部
で
は
、
今
ま
で
の
活
動

を
振
り
返
り
な
が
ら
新
た
な
事
業
を
提

案
で
き
る
よ
う
に
、
部
員
一
同
知
恵
を

絞
り
な
が
ら
論
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
広
報
部
で
は
、
学
校
行
事
や
生
徒
の

活
躍
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
会
員
に

き
め
細
か
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
を
年
三
回
発
行
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。
手
に
取
っ
て
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面
つ
く
り
に
心
掛

け
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

　
育
ち
盛
り
・
反
抗
期
盛
り
、
親
の
言

う
こ
と
な
ど
ど
こ
吹
く
風
の
高
校
生
で

す
が
、
子
ど
も
が
一
人
で
も
生
き
て
い

け
る
よ
う
に
育
て
る
こ
と
、
い
わ
ば
心

身
と
も
に
一
人
前
に
す
る
こ
と
を
第
一

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
文
責
　
会
長
　
小
林
克
己
）

研修部　鳥取短期大学視察

鳥
取
中
央
育
英
高
等
学
校

『
明
る
く
・
楽
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
』

　
今
年
度
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、「
明
る
く
、

楽
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
を
目
標
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
会
長
・
副
会
長
・
監
査
役
の
執
行
部

を
中
心
に
、
学
年
・
育
成
・
人
権
同
和

推
進
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
『
育
陵
』・
地
区
の

５
つ
の
専
門
委
員
会
が
あ
り
、
各
委
員

会
が
、
執
行
部
・
学
校
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
自
主
的
に
企
画
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
５
月
16
日
に
行
わ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

で
は
、
昨
年
と
内
容
を
少
し
変
え
て
生

徒
に
よ
る
『
部
活
動
紹
介
』
を
授
業
参

観
後
に
組
み
込
ん
で
、
総
会
の
前
に
会

員
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。子
ど
も
た
ち
の
上
手
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
、
大
き
な
笑
い
声
や
拍
手
の

嵐
！
そ
の
ま
ま
の
流
れ
で
、
ス
ム
ー
ズ

に
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
同
月
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
委
員
会
も
開
催

さ
れ
、
各
専
門
委
員
に
分
か
れ
、
委
員

長
と
副
委
員
長
を
選
出
し
、
今
年
度
の

活
動
計
画
等
を
話
し
合
い
、
現
在
活
動

中
で
す
。

　
７
月
４
・
５
日
（
土
・
日
）
に
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
行
事
の
中
で
も
最
大
の
行
事
で
あ

る
『
育
英
祭
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
』
を
行
い

ま
し
た
。
天
気
予
報
で
は
雨
の
予
報
で

し
た
が
、
当
日
は
２
日
間
と
も
晴
天
で
、

１
日
４
０
０
食
の
焼
き
そ
ば
を
２
日
間
、

合
計
８
０
０
食
を
完
売
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
２
日
間
で
80
名
の
会
員
さ

ん
が
参
加
さ
れ
、
切
る
・
運
ぶ･

焼
く
・

詰
め
る
・
売
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー

ト
に
分
か
れ
た
流
れ
作
業
で
、
効
率
よ

く
こ
な
す
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。
作
業
の

合
間
に
、
子

ど
も
た
ち
の

ス
テ
ー
ジ
や

模
擬
店
等
も

順
番
で
観
る

よ
う
に
し
て
、

と
て
も
和
や

か
に
、
楽
し

く
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
、
学
園
祭
に

参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
８
月
に
は
、『
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
学
見
学
研
修
』

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
は
毎
年
行
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
今
年
は
、
鳥
取
環

境
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参

加
し
、
卒
業
生
の
学
生
さ
ん
の
案
内
で
、

と
て
も
楽
し
く
学
内
の
見
学
を
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
夏
休
み
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
参
加
者
は
あ
い
に
く
、
６
名

と
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
学
食
の
無
料

体
験
や
、
大
き
な
バ
ス
で
悠
々
移
動
…

と
、
お
得
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
育
英
大
運
動
会
の
応
援
や
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
参
加
競
技（
綱
引
き
）へ
の
協
力
、

人
権
教
育
公
開
Ｌ
Ｈ
Ｒ
等
々
、
ま
だ
ま

だ
学
校
へ
出
向
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
都
度
、
参
加
呼
び
か
け
を
し
、
会

員
み
ん
な
で
誘
い
合
っ
て
、
気
楽
に
学

校
へ
行
け
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
文
責
　
会
長
　
古
川
厚
子
）
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平
成
27
年
８
月
20
日
（
木
）、
第
65
回

全
国
高
Ｐ
連
大
会
岩
手
大
会
に
お
い
て

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
か
ら
の
受
賞
者
（
校
）
は
次

の
と
お
り
で
す
。
長
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

御
尽
力
な
さ
り
素
晴
ら
し
い
成
果
を
あ

げ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
、
多
く
の
方
々

よ
り
高
く
評
価
さ
れ
た
結
果
と
存
じ
ま

す
。
受
賞
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　●
水
野
治
郎 

氏 

（
前
県
高
Ｐ
連
会
長
）

　
卓
越
し
た
見
識
と
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
ま
と
ま
る

こ
と
に
よ
り
県
高
Ｐ
連
が
一
つ
の
大
き

な
力
に
な
り
順
風
満
帆
に
進
む
よ
う
、

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
長
や
役
員
と
の
連
携

を
密
に
し
た
行
動
に
努
め
た
。

　
ま
た
、
高
Ｐ
連
会
長
と
し
て
県
は
も

と
よ
り
、
中
国
・
四
国
地
区
及
び
全
国

高
Ｐ
連
の
会
議
等
へ
出
席
す
る
度
、
鳥

取
県
の
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

●
大
津
理
恵 

氏
（
前
倉
吉
東
高
会
長
）

・
県
高
Ｐ
連
副
会
長
　
１
年

・
地
区
高
Ｐ
連
会
長
　
１
年

・
単
Ｐ
会
長
　
１
年

　
育
友
会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
副
会
長
、
会
長

を
歴
任
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
育
友
会

活
動
の
企
画
・
運
営
に
尽
力
し
、
学
校

と
保
護
者
及
び
保
護
者
間
の
連
携
の
深

化
に
多
大
な
功
績
を
あ
げ
た
。
ま
た
平

成
26
年
度
は
鳥
取
県
中
部
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
会
長
及
び
県
高
Ｐ
連
の
副
会
長

を
務
め
る
な
ど
、
学
校
の
枠
を
超
え
て

鳥
取
県
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
支
え
、
そ
の

発
展
に
寄
与
し
た
。

●
石
谷 

充 

氏
（
前
鳥
取
東
高
会
長
）

・
県
高
Ｐ
連
中
四
代
表
役
員
　
１
年

・
単
Ｐ
会
長
　
２
年

　
２
年
間
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
さ
わ
や
か
運
動
、
学
校
祭
に
お

け
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
唱
な
ど
各
専
門
部
の
行

事
に
全
般
的
に
か
か
わ
っ
た
。
ま
た
副

会
長
と
役
員
会
を
頻
繁
に
行
う
な
ど
連

携
を
密
に
と
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活
性

化
に
貢
献
し
た
。

●
鳥
取
東
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
進
路
指
導
の
支
援
と
し
て
「
保
護
者

の
た
め
の
進
路
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。

ま
た
保
護
者
で
休
日
の
自
習
室
開
放
を

20
年
前
か
ら
続
け
て
生
徒
の
進
路
保
障

に
取
り
組
ん
で
い
る
。ま
た
、学
校
祭
時
、

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
唱
」
を
し
、
学
校
祭
を
盛
り

上
げ
て
い
る
。

●
日
野
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
研
修
事
業
部
、
校
外
指
導
部
、
広
報

部
の
三
つ
の
専
門
部
会
を
設
け
、
学
校

祭
へ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
参
加
、
駅
前
で
の
「
高

校
生 

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ 

さ
わ
や
か
運
動
」

参
加
、
学
校
だ
よ
り
「
日
野
川
」
の
発

行
協
力
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

全
国
高
Ｐ
連
会
長
表
彰

㊗役 

員 

等 

表 

彰

個 

人 

表 

彰

団 

体 
表 
彰

平成27年度　県立高校ＰＴＡ会長・校長名簿

所 属 校 会 長 名 校 長 名 所 属 校 会 長 名 校 長 名

鳥 取 東 宇田川和人 藤原　辰広 倉吉総合産業 高橋　義博 竹ノ内誠一

鳥 取 西 勢川　洋之 河田　　透 鳥取中央育英 古川　厚子 横山　尚登

鳥 取 商 業 小林　克己 坂林　豊人 米 子 東 南　　雅樹 山根　孝正

鳥 取 工 業 田中　寿彦 小宮山信行 米 子 西 岩瀧　央子 依藤　典篤

鳥 取 湖 陵 上山　弘子 谷　　輝久 米 子 谷森　正史 田中　　宏

青 谷 安岡　敬恒 大塩　　朋 米 子 南 忠田　孝樹 澤田　裕二

岩 美 森田　俊之 尾室　真郷 米 子 工 業 荻田佐知子 友松　文嗣

八 頭 大谷　敏美 小倉　健一 境 上地　　勝 池田　洋二

智 頭 農 林 綾木　速人 濱崎　公嗣 境港総合技術 渡　　祐一 安藤　順一

倉 吉 東 加藤　　一 河田　雅志 日 野 佐野　精彦 田淵　直記

倉 吉 西 加藤　一巳 足羽　英樹 鳥 取 盲 新田　洋介 竹信　純一

倉 吉 農 業 小谷　友幸 田中　正士 鳥 取 聾 清水　智子 藤田　則恵

平成27年度　県高Ｐ連役員

役　職 氏　名 所属校
会 長 勢川　洋之 鳥 取 西
副 会 長 加藤　　一 倉 吉 東

〃 南　　雅樹 米 子 東
参 与 藤原　辰広 校 長 協 会

〃 小倉　健一 八 頭
〃 竹ノ内誠一 倉 吉 総 合 産 業
〃 澤田　裕二 米 子 南
〃 河田　　透 鳥 取 西
〃 河田　雅志 倉 吉 東
〃 山根　孝正 米 子 東

監 査 上山　弘子 鳥 取 湖 陵
〃 小谷　友幸 倉 吉 農 業
〃 佐野　精彦 日 野

中・四国高Ｐ連
代 表 役 員

勢川　洋之
（ 理 事 ）鳥 取 西

〃 田中　寿彦 鳥 取 工 業
〃 渡　　祐一 境 港 総 合 技 術
〃 寺谷　節男 事 務 局 長
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1　各高等学校ＰＴＡの連絡提携				  
（１）総会						    
（２）役員会						    
（３）通知・資料提供による情報の交流、協議決定事項の推進
（４）会報の発行、各校 PTA 会報の交換斡旋
（５）その他
２　県・地区ＰＴＡ活動の充実・展開

（１）研修活動の推進（県・地区高校ＰＴＡ連合会研修会、県
ＰＴＡ研究大会、県外への調査、研修）

（２）青少年非行防止運動のための協力・実践		
（３）関係団体・組織との提携活動			 
（４）その他
３　県青少年健全育成・生涯学習諸活動への積極的参加

（１）青少年育成鳥取県民会議				  
（２）人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会		
（３）社会を明るくする運動				  
（４）生涯学習関係諸集会、大会
（５）全国高Ｐ連賠償責任補償制度への加入推進
（６）その他						    
４　県外ＰＴＡ諸事業の振興・参加			 

（１）中・四国地区高Ｐ連、全国高Ｐ連との提携およびその事業の推進
（２）中・四国地区高Ｐ連、全国高Ｐ連大会における研究発表および参加
（３）他県高Ｐ連、他地区高Ｐ連との情報交換等協力関係の維持推進
５　県内関係諸団体・組織との連携交流

（１）県高等学校長協会	
（２）県教育委員会
（３）県ＰＴＡ協議会				  
（４）その他

26. 4.10　　県高Ｐ連監査� 鳥　取　県民ふれあい会館
17　　県高Ｐ連第１回役員会� 倉　吉　上井公民館　　　

6. 7　　県高Ｐ連定期総会� 湯梨浜町　国民宿舎 水明荘　
7.11　　第56回中・四国地区高Ｐ連大会高知大会
� 高知市　高知県立県民文化ホール

17　　県高Ｐ連第２回役員会� 倉　吉　上井公民館　　　
31　　第39回人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会
� 倉　吉　県立倉吉未来中心　

　　　　 　※倉吉西高校が第４分科会で司会		
8.22 ～ 23　第64回全国高Ｐ連大会福井大会
� 福井県越前市　サンドーム福井他

10. 1　　会報第79号発行		
14　　県高Ｐ連第３回役員会� 倉　吉　上井公民館　　　
18　　中部地区高等学校ＰＴＡ指導者研修会
� 倉　吉　新日本海新聞社中部本社

21 ～ 24	 　ＰＴＡ日韓交流事業（受入）	 県　内	
11.29　 鳥取県高等学校ＰＴＡ指導者研究大会

� 鳥　取　とりぎん文化会館
27. 1.14　 県高Ｐ連第４回役員会� 倉　吉　上井公民館　　　

2. 1　 西部地区高等学校ＰＴＡ指導者研修会
� 米　子　ホテルサンルート米子

24　  会報第80号発行		

平成26年度　会 務 報 告 平成27年度　事 業 計 画

科         目 予算額 (A) 収入済額 (B) 増減 (B) ― (A)
負 担 金 4,796,600 4,792,600 △ 4,000
補 助 金 1,216,000 1,216,000 0
前 年 度 繰 越 金 52,357 52,357 0
繰 入 金 2,000,000 2,436,561 436,561
雑 収 入 143 388 245
合 計 8,065,100 8,497,906 432,806

科         目 予算額 (A) 支出済額 (B) 増減 (A) ― (B)
会 議 費 232,000 204,789 27,211
事 業 費 2,078,000 2,034,812 43,188
研 修 費 530,000 499,577 30,423
地区研修活動費 810,000 810,000 0
活 動 費 80,000 79,946 54
広 報 費 633,000 621,773 11,227
事 業 事 務 費 25,000 23,516 1,484

運 営 費 5,081,000 5,050,909 30,091
人 件 費 3,406,000 3,405,600 400
旅 費 860,000 832,805 27,195
運 営 事 務 費 85,000 83,780 1,220
借 用 料 160,000 167,198 △ 7,198
通 信 運 搬 費 180,000 179,406 594
渉 外 費 50,000 53,800 △ 3,800
社 会 保 険 料 320,000 318,502 1,498
雑 費 20,000 9,818 10,182

負 担 金 328,000 324,820 3,180
租 税 公 課 等 81,000 86,400 △ 5,400
備 品 費 0 0 0
退 職 積 立 金 100,000 100,000 0
日 韓 交 流 事 業 80,000 45,040 34,960
予 備 費 85,100 0 85,100
合            計 8,065,100 7,846,770 218,330

平成26年度　収支決算書 平成27年度　収支予算書	 　
収入の部 収入の部

支出の部
支出の部

科         目 本年度 
予算額　(A)

前年度 
予算額　(B) 増減 (A) ― (B)

負 担 金 4,715,800 4,796,600 △ 80,800
補 助 金 1,266,000 1,216,000 50,000
前 年 度 繰 越 金 651,136 52,357 598,779
繰  入  金 2,000,000 2,000,000 0
雑 収 入 364 143 221
合 計 8,633,300 8,065,100 568,200

科         目 本年度 
予算額　(A)

前年度 
予算額　(B) 増減 (A) ― (B)

会 議 費 236,000 232,000 4,000
事 業 費 2,312,000 2,078,000 234,000

研 修 費 750,000 530,000 220,000
地区研修活動費 810,000 810,000 0
活 動 費 88,000 80,000 8,000
広 報 費 639,000 633,000 6,000
事 業 事 務 費 25,000 25,000 0

運 営 費 5,312,000 5,081,000 231,000
人 件 費 3,406,000 3,406,000 0
旅 費 931,000 860,000 71,000
運 営 事 務 費 247,000 85,000 162,000
借 用 料 175,000 160,000 15,000
通 信 運 搬 費 180,000 180,000 0
渉 外 費 30,000 50,000 △ 20,000
社 会 保 険 料 323,000 320,000 3,000
雑 費 20,000 20,000 0

負 担 金 323,000 328,000 △ 5,000
租 税 公 課 等 90,000 81,000 9,000
備 品 費 0 0 0
退 職 積 立 金 100,000 100,000 0
日 韓 交 流 事 業 80,000 80,000 0
予 備 費 180,300 85,100 95,200
合 計 8,633,300 8,065,100 568,200

（単位：円）

（単位：円） （単位：円）

（単位：円）

註１ 繰入金…内訳）特別会計　1,200,000円、団体保険手数料　800,000円
　２ 事業費-研修費…中四国、全国大会での発表補助分が増
　３ 運営費-運営事務費…ＨＰリニューアルのため、初期費用及び年間維持経費分が増

註１ 繰入金…内訳）特別会計　1,200,000円、団体保険手数料　1,236,561円
団体保険手数料（高校生総合保障制度還付金）が、加入者の増加に加え、
高額プランに加入される方が多かったことにより増

－5－
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第
57
回
中
・
四
国
地
区
高
Ｐ
連
大
会

岡
山
大
会
報
告

　
平
成
27
年
７
月
10
日
（
金
）
岡
山
市

民
会
館
に
お
い
て
、「
つ
な
ご
う
子
育

て
　
結
ぼ
う
手
と
手
　
～
晴
れ
の
国
か

ら
も
ん
げ
ー
夢
を
～
」
を
大
会
テ
ー
マ

に
、
中
・
四
国
地
区
高
Ｐ
連
会
員
１
，

６
６
０
名
を
超
え
る
参
加
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
鳥
取
県
か
ら
は

１
２
５
名
参
加
）

　
午
前
の
講
演
は
、「
私
の
歩
ん
だ
道
　

～
見
え
な
い
か
ら
見
え
た
も
の
～
」
と

題
し
、
岡
山
県
立
岡
山
盲
学
校
講
師
で

社
会
福
祉
法
人
岡
山
県
視
覚
障
害
者
協

会
理
事
の
竹
内
昌
彦
氏
に
よ
る
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
小
学
２
年
の
時
に
失
明
。

い
じ
め
や
差
別
と
闘
い
な
が
ら
の
壮
絶

な
人
生
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、

ま
た
そ
の
後
モ
ン
ゴ
ル
に
視
覚
障
害
者

の
職
業
訓
練
学
校
を
設
立
す
る
ま
で
の

貴
重
な
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
午
後
の
研
究
協
議
で
は
三
校
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。「
進
路
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

で
は
鳥
取
県
立
倉
吉
東
高
校
の
前
育
友

会
長
大
津
理
恵
氏
が
「
子
ど
も
の
背
を

押
す
育
友
会
　
～
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
倉
吉

鴨
水
館
』
の
設
立
を
め
ぐ
っ
て
～
」
と

題
し
発
表
。「
生
徒
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
で

は
広
島
県
立
松
永
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
顧
問
山

元
龍
一
氏
が
「
忍
の
一
字
で
見
守
る
Ｐ

Ｔ
Ａ
」
と
題
し
発
表
。「
社
会
貢
献
活
動

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
で
は
「
保
護
者
・
生
徒
・

地
域
が
協
力
し
た
社
会
貢
献
活
動
」
と

題
し
岡
山
県
立
岡
山
工
業
高
校
奨
学
会

会
長
竹
原
多
美
子
氏
に
よ
る
発
表
が
あ

り
、
そ
の
後
、
参
加
者
と
活
発
な
意
見

交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
次
期
開
催
地
の
香
川
県

へ
と
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
、
大
会
は
閉
幕

し
ま
し
た
。

第
65
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会

岩
手
大
会
報
告

　
平
成
27
年
８
月
20
日
（
木
）
～
21
日

（
金
）、
滝
沢
市
の
岩
手
産
業
文
化
セ
ン

タ
ー
（
ア
ピ
オ
）
を
主
会
場
に
、「
未
来

圏
か
ら
の
風
を
つ
か
め
！
　
～
新
時
代

を
担
う
君
た
ち
と
共
に
～
」を
大
会
テ
ー

マ
に
、
全
国
高
Ｐ
連
会
員
約
一
万
名
の

参
加
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
鳥

取
県
か
ら
は
67
名
参
加
）

■
大
会
第
一
日
目

　
開
会
式
に
続
き
、
芝
浦
工
業
大
学
学

長
村
上
雅
人
氏
よ
る
「
夢
高
く
し
て
足

地
に
あ
り
」
と
題
し
た
基
調
講
演
が
あ

り
、
教
育
の
大
切
さ
は
世
界
共
通
の
認

識
で
、
教
育
に
よ
り
人
も
国
も
変
わ
る
。

ご
自
分
の
経
験
や
専
門
の
超
電
導
工
学

の
話
を
と
お
し
て
、
教
育
の
役
割
に
つ

い
て
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
午
後
の
分
科
会
は
七
分
科
会
あ
り
、

第
二
分
科
会
の
「
進
路
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

で
は
鳥
取
県
立
倉
吉
東
高
校
前
育
友
会

長
大
津
理
恵
氏
が
「
子
ど
も
の
背
を
押

す
育
友
会
　
～
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
倉
吉
鴨

水
館
』
の
設
立
を
め
ぐ
っ
て
～
」
と
題

し
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
進
学
を
目
指
す

浪
人
生
の
為
に
県
内
の
東
中
西
部
に

あ
っ
た
「
専
攻
科
」
が
諸
事
情
で
廃
止

さ
れ
、
そ
の
後
、
同
窓
会
と
育
友
会
な

ど
が
進
学
支
援
の
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

を
立
ち
上
げ
、
県
内
全
域
の
進
学
支
援

活
動
を
お
こ
な
う
。
県
か
ら
の
財
政
支

援
を
受
け
な
い
で
、
生
徒
の
進
学
希
望

を
叶
え
て
い
く
と
い
う
発
表
内
容
に
参

加
者
の
関
心
を
呼
び
ま
し
た
。

■
大
会
第
二
日
目

　
高
校
生
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後
、

映
画
監
督
大
友
啓
史
氏
が
「
ア
ド
リ
ブ

を
生
き
る
力
」
と
題
し
、
ご
自
分
の
作

品
「
る
ろ
う
に
剣
心
」
な
ど
を
紹
介
し

な
が
ら
の
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
次
期
開
催
地
の
千
葉
県

へ
と
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
、
大
会
は
閉
幕

し
ま
し
た
。

智頭農林高等学校　「楓ヶ原通信」
倉吉農業高等学校　「倉農通信」

平成28年度各種研究大会等の予定

○鳥取県高等学校ＰＴＡ連合会総会
　６月　　中部地区

○中国・四国地区高等学校ＰＴＡ連合会大会
　７月15日(金)アルファあなぶきホール(高松市)

○全国高等学校ＰＴＡ連合会大会
　８月25日(木)､ 26日(金)幕張メッセ他(千葉市)

○鳥取県高等学校ＰＴＡ指導者研究大会
　11月　　西部地区

■ＰＴＡ広報紙展示■

（
文
責
　
寺
谷
）
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